
この すいた市議会だより は 万 部作成し、１部当たりの単価（配布費用を含む）は９円です。

平
成

年
（
２
０
０
９
年
）
度
の
各
会
計
の
決
算
は
、
一
般

会
計
が
単
年
度
収
支
で
は
４
６
４
５
万
円
の
赤
字
、
９
特
別
会

計
の
総
計
は
８
億
３
４
６
４
万
円
の
赤
字
で
す
。
ま
た
、
事
業

会
計
は
水
道
が
１
０
９
１
万
円
の
黒
字
、
病
院
が
７
億
９
８
８

６
万
円
の
赤
字
で
す
。

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
決
算
を
閉
会
中
に
特
別
委
員
会
で

審
査
し
、

月
定
例
会
の
初
日
に
認
定
し
ま
し
た
（
一
般
会
計

は
賛
成
多
数
で
認
定
）
。
審
査
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

な
お
、
委
員
会
の
会
議
録
は
市
役
所
の
情
報
公
開
課
を
は
じ

め
、
図
書
館
に
備
え
て
お
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

削
減
さ
れ
る
職
員
数

問

財
政
状
況
が
厳
し
い
と
言
い

な
が
ら
、
毎
年
１
０
０
億
円
を
超
え

る
建
設
事
業
の
予
算
を
執
行
し
て
い

る
が
、
内
容
や
時
期
に
つ
い
て
精
査

し
た
の
か
。

一
方
で
は
、
本
市
独
自
の
福
祉
施

策
等
が
削
ら
れ
、
ま
た
、
職
員
の
削

減
や
非
正
規
化
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
で
十
分
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
の
か
。

答

政
策
推
進
部

建
設
事
業
に

つ
い
て
は
、
第
３
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
本
市
の
将
来
像
実
現
の
た
め
、

重
要
性
、
緊
急
性
を
総
合
的
に
検
証

し
、
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
現
在
、
職
員
体
制
再
構
築
計

画
（
案
）
に
基
づ
き
、
職
員
数
や
雇

用
形
態
等
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
増
員
や
、
児
童
虐
待
防
止
に

向
け
た
体
制
強
化
な
ど
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
計
画
の
修

正
も
行
い
、
職
員
体
制
の
再
構
築
を

進
め
て
い
き
た
い
。

行

財

政

改

革

問

本
市
の
財
政
構
造
は
著
し
く

硬
直
化
し
、
現
在
の
ま
ま
で
は
自
力

改
革
に
よ
る
財
政
再
建
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
そ
の
危
機
感

が
職
員
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。

横
断
的
で
力
強
い
組
織
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
人
件
費
を
含
め
た
事

教
員
の
人
事
権
、
予
算
権

問

大
阪
府
か
ら
の
教
員
の
人
事

権
、
予
算
権
の
移
譲
は
、
本
市
の
将

来
を
決
め
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答

教
育
長

現
在
、
国
と
府
が

教
職
員
の
給
与
を
負
担
す
る
枠
組
み

は
変
え
ず
、教
職
員
の
採
用
や
研
修
、

校
長
・
教
頭
等
の
人
事
な
ど
に
限
定

し
て
移
譲
す
る
方
法
が
提
起
さ
れ
て

い
る
。
三
島
地
区
で
は
、
教
育
長
や

担
当
者
、
ま
た
首
長
の
話
し
合
い
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
見
な

が
ら
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問

仮
に
権
限
が
移
譲
さ
れ
、
教

育
行
政
の
仕
組
み
が
変
化
し
た
場

合
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
公

表
す
る
の
か
、
市
長
に
聞
き
た
い
。

答

市
長

公
表
は
、
点
数
だ
け

に
特
化
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
多
面
的
、
総
合

的
に
教
育
を
進
め
る
と
い
う
教
育
委

員
会
と
同
じ
立
場
で
あ
り
、
非
公
表

の
考
え
で
あ
る
。

緑

被

率

の

向

上

問

改
定
作
業
中
の
い
き
い
き
吹

田
み
ど
り
の
基
本
計
画
で
は
、
緑
被

率
（
市
域
面
積
に
対
す
る
樹
木
等
の

植
物
で
覆
わ
れ
た
土
地
が
占
め
る
割

合
）
を
、
平
成

年
（
２
０
０
８
年
）

調
査
時
の
．
７
％
か
ら
平
成

年

（
２
０
２
５
年
）
度
ま
で
に

％
に

向
上
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る

が
、
緑
が
占
め
る
面
積
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

緑
化
に
関
す
る
助
成
制
度
の

に
い
っ
そ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、

花
と
み
ど
り
の
情
報
セ
ン
タ
ー
を
北

部
地
域
に
も
設
け
る
な
ど
、
積
極
的

に
意
識
啓
発
を
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

答

副
市
長

南
千
里
駅
前
に
現

在
建
設
中
の
公
共
公
益
施
設
の
中

に
、
花
と
み
ど
り
の
情
報
セ
ン
タ
ー

を
新
た
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、

市
域
の
北
部
と
南
部
の
２
か
所
に
同

セ
ン
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
以
上
に
緑
化
推
進
の
啓
発
、
指

導
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市民でにぎわう花と緑のフェア市民でにぎわう花と緑のフェア

業
コ
ス
ト
の
可
視
化
と
指
標
に
基
づ

く
管
理
を
徹
底
し
、事
務
の
単
純
化
、

効
率
化
や
人
員
の
適
正
配
置
に
緊
急

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
長

福
祉
や
医
療
、健
康
、

教
育
な
ど
市
民
に
と
っ
て
最
も
大
事

な
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
政
策
、

財
務
、
組
織
、
人
員
と
い
っ
た
総
合

的
な
観
点
か
ら
市
政
の
す
べ
て
を
見

直
し
て
い
る
。
市
税
収
入
の
さ
ら
な

る
落
ち
込
み
も
予
測
さ
れ
る
中
、
今

年
度
か
ら
第
２
期
財
政
健
全
化
計
画

（
案
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、こ
の

時
代
に
適
応
で
き
、
苦
し
い
状
況
を

逆
に
先
導
で
き
る
よ
う
な
自
治
体
へ

と
再
構
築
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

急
増
す
る
生
活
保
護
世
帯

問

一
人
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

担
当
す
る
生
活
保
護
世
帯
数
が
、
社

会
福
祉
法
で
定
め
る

世
帯
と
い
う

基
準
を
大
き
く
上
回
り
、
平
成

年

（
２
０
０
９
年
）
度
末
で
１
３
５
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
急
増
す

る
生
活
保
護
世
帯
の
状
況
を
把
握
す

る
た
め
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
定
員

を
法
で
定
め
る
基
準
に
ま
で
増
員
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

副
市
長

平
成

年
（
２
０

０
８
年
）
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

以
後
、
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
非

正
規
雇
用
の
方
を
中
心
に
家
や
職
を

失
う
方
が
増
え
、
全
国
で
生
活
保
護

世
帯
数
が
急
増
し
て
い
る
。市
で
は
、

昨
年
４
月
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
定

員
を
５
名
増
や
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
以
前
の
担
当
数
に
戻
し
て
お

り
、
こ
の
体
制
で
適
切
な
相
談
や
援

助
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
今
年
度
の

状
況
を
見
る
中
で
、
来
年
度
か
ら
再

度
体
制
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

学

校

教

育

の

予

算

問

来
年
度
以
降
、
新
学
習
指
導

要
領
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
準
備
に
新

た
な
経
費
が
必
要
と
な
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
各
学
校
に
配
分
す
る
教
育

予
算
が
毎
年
減
額
さ
れ
て
い
る
の
は

許
し
難
い
。
新
た
に
必
要
と
な
る
予

算
は
別
枠
で
獲
得
す
る
な
ど
、
学
校

現
場
の
思
い
を
反
映
し
た
予
算
確
保

に
向
け
、努
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

学
校
教
育
部

厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
部
内
で
事
業
の
見
直
し

を
行
い
、財
源
を
ね
ん
出
し
て
い
る
。

今
後
、
学
校
現
場
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
関
係
部
局
と
協
議
し
、
予

算
の
確
保
に
努
め
た
い
。

問

財
政
当
局
と
し
て
も
今
ま
で

の
認
識
を
改
め
、
教
育
現
場
の
思
い

を
予
算
に
反
映
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

財
務
部

全
庁
的
な
視
点
で

選
択
と
集
中
が
必
要
で
あ
り
、
現
場

の
意
見
を
聞
き
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
働
か
せ
て
議
論
し
た
い
。

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

問

市
長
は
、市
民
の
命
と
健
康
、

暮
ら
し
を
守
る
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
を
常
に
標
ぼ
う
し
て
い
る
。
橋

の
耐
震
補
強
の
実
施
や
降
雨
時
の
河

川
の
増
水
へ
の
対
応
な
ど
、
危
機
管

理
を
行
っ
て
こ
そ
の
安
心
、
安
全
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

答

市
長

平
成

年
（
２
０
０

５
年
）
４
月
に
、
庁
内
組
織
と
し
て

新
た
に
安
心
安
全
室
を
設
置
し
、
危

機
管
理
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
消

防
本
部
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
危

機
管
理
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
悲
惨
な
事
件
や

事
故
な
ど
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ

が
自
覚
し
、
本
当
に
市
民

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
、
称

賛
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

安
心
、
安
全
の
ま
ち
を
目

指
し
、
危
機
管
理
体
制
を

整
備
し
て
い
き
た
い
。

地域防災総合訓練（千里北公園）地域防災総合訓練（千里北公園）

千
里
山
浄
水
所
の
跡
地

問

千
里
山
浄
水
所
は
、
平
成
７

年
（
１
９
９
５
年
）
に
廃
止
さ
れ
、

そ
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
平
成

年

（
２
０
０
９
年
）
度
か
ら
自
動
車
駐

車
場
用
地
と
し
て
民
間
事
業
者
に
貸

し
出
さ
れ
て
い
る
。
地
元
住
民
か
ら

は
、
高
齢
者
施
設
や
介
護
施
設
等
の

整
備
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
地
元
住
民
の
声

を
で
き
る
限
り
反
映
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答

水
道
部

同
跡
地
を
自
動
車

駐
車
場
用
地
と
し
て
貸
し
出
す
際
に

は
、
今
後
の
利
用
に
で
き
る
だ
け
支

障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
、
あ
く
ま
で

暫
定
的
な
利
用
で
あ
る
こ
と
を
地
元

住
民
に
も
説
明
し
た
。
現
在
、
水
道

部
と
し
て
は
同
跡
地
で
の
施
設
整
備

等
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後
、
市
で

千里山浄水所跡地（千里山西）千里山浄水所跡地（千里山西）

具
体
的
な
施
設
整
備
計
画
等
が
示
さ

れ
た
場
合
は
、協
力
し
て
い
き
た
い
。

市
民
病
院
の
経
営
改
善

問

平
成

年
（
２
０
０
９
年
）

度
の
市
民
病
院
の
純
損
失
は
約
８
億

円
で
あ
っ
た
が
、
平
成

年
（
２
０

１
１
年
）
度
に
は
収
支
均
衡
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。
収
支
均
衡
を
達
成

す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
経

費
節
減
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
人
件

費
の
削
減
な
ど
に
も
切
り
込
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

市
民
病
院

平
成

年
（
２

０
０
９
年
）
度
は
約
５
億
円
の
特
別

損
失
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
除
く
経

常
損
失
は
約
３
億
円
で
あ
り
、
前
年

度
と
比
べ
て
損
失
額
は
減
少
し
て
い

る
。平

成

年
（
２
０
１
１
年
）
度
で

の
収
支
均
衡
達
成
に
向
け
て
全
職
員

一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
い
る
が
、
最

終
的
に
達
成
が
困
難
な
場
合
に
は
、

人
件
費
の
削
減
に
つ
い
て
も
判
断
が

必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

人

間

ド

ッ

ク

問

市
民
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
は
、

民
間
病
院
と
ほ
ぼ
同
様
の
検
査
を
、

民
間
病
院
よ
り
安
い
費
用
で
実
施
し

て
い
る
が
、
希
望
す
る
日
時
に
予
約

が
取
り
に
く
い
な
ど
の
理
由
で
、
受

診
す
る
方
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
人

間
ド
ッ
ク
は
保
険
診
療
で
は
な
く
自

由
診
療
で
、
病
院
に
と
っ
て
か
な
り

の
利
益
が
見
込
め
る
た
め
、
人
間
ド

ッ
ク
専
門
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

る
な
ど
、充
実
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答

市
民
病
院

人
間
ド
ッ
ク
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
議
論
を

行
っ
て
き
た
が
、
人
手
が
足
り
な
い

等
の
理
由
で
十
分
に
取
り
組
め
て
い

な
い
。
人
間
ド
ッ
ク
で
医
師
が
行
う

の
は
総
合
的
な
診
断
の
み
で
、
実
際

に
か
か
わ
る
部
分
は
少
な
い
た
め
、

充
実
で
き
る
体
制
を
取
れ
る
よ
う
今

後
も
問
題
意
識
を
持
ち
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

市
民
病
院
の
あ
り
方

問

か
つ
て
市
民
病
院
は
、
高
度

医
療
の
提
供
よ
り
、
市
民
に
身
近
な

医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
が
、医
療
制
度
が
大
き
く
変
化
し
、

そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

市
民
病
院
は
建
て
替
え
も
議
論
さ

れ
て
い
る
が
、
市
民
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
、

年
程
度
先
を
見
越

し
た
市
民
病
院
の
あ
り
方
を
、
医
療

従
事
者
の
職
場
環
境
の
改
善
や
在
宅

医
療
の
充
実
等
を
含
め
て
総
合
的
に

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
民
病
院

市
民
病
院
と
し

て
、
先
進
医
療
を
行
う
病
院
と
連
携

し
、回
復
期
の
患
者
の
受
け
入
れ
や
、

高
齢
者
・
在
宅
医
療
に
力
を
入
れ
る

な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
分
野
に

専
門
性
を
高
め
た
上
で
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。今
後
は
、

市
民
意
見
を
十
分
に
聞
き
、
新
病
院

に
反
映
し
た
い
。

市民意見の反映が求められる市民病院市民意見の反映が求められる市民病院

す い た 市 議 会 だ よ り 年（平成 年） 月 日 発行（２）


